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【手続補正書】
【提出日】平成30年7月4日(2018.7.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エンジン（１０１）により駆動されて交流発電可能な回転電機（１７）と、前記回転電
機により発電された交流電圧を整流する整流回路（１３）と、前記整流回路からの直流電
圧を出力する出力端子（Ｂ）と、を備える回転電機ユニット（１０）であって、
　前記整流回路の高圧側接続点（Ｐ１）と低圧側接続点（Ｐ２）との間の電圧を検出する
電圧検出部（４１）と、
　前記高圧側接続点と前記出力端子とを接続する第１導電部材（１８）と、
　前記低圧側接続点と接地部位としての前記エンジンとを接続する第２導電部材（６３、
５３、５２、６９）と、
　前記出力端子の電圧が目標発電電圧になるように、前記電圧検出部により検出される前
記電圧と前記第１導電部材及び前記第２導電部材の電気抵抗とに基づいて、前記回転電機
による発電電圧を制御する電圧制御部（１４）と、
を備え、
　前記回転電機は、前記回転電機ユニットの外部から前記出力端子へ供給される電圧によ
り駆動可能であり、
　前記電圧制御部は、前記出力端子の電圧が目標供給電圧になるように、前記電圧検出部
により検出される前記電圧と前記第１導電部材及び前記第２導電部材の電気抵抗とに基づ
いて、前記回転電機の駆動を制御することを特徴とする回転電機ユニット。
【請求項２】
　前記電圧制御部は、前記電圧検出部により検出される前記電圧が、前記目標供給電圧か
ら前記第１導電部材及び前記第２導電部材の電気抵抗による電圧低下分を引いた電圧とな
るように、前記回転電機の駆動を制御する請求項１に記載の回転電機ユニット。
【請求項３】
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　前記第２導電部材は、前記整流回路が取り付けられた放熱部材（６３）を含む請求項１
又は２に記載の回転電機ユニット。
【請求項４】
　前記第２導電部材は、前記回転電機を収容するハウジング（５３、５２）を含む請求項
１～３のいずれか１項に記載の回転電機ユニット。
【請求項５】
　前記第２導電部材は、前記回転電機を収容するハウジングと前記エンジンとを連結する
連結部材（６９）を含む請求項４に記載の回転電機ユニット。
【請求項６】
　前記第１導電部材は、前記高圧側接続点と前記出力端子とを接続する配線（１８）であ
る請求項１～５のいずれか１項に記載の回転電機ユニット。
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